
　

ひ
づ
め
県
議
は
予
算
特
別
委
員
会
で
、教
職
員
の
多
忙
化
解
消
と
教
育
問
題
、県
立
総
合

博
物
館
構
想
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
小
中
教
員
充
足
率
は
33
位

　
　
事
務
職
員
の
充
足
率
41
位

　

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
が
深
刻
で

す
。県
は
い
ろ
い
ろ
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
正
規
教
職
員
を
減
ら
し

て
き
ま
し
た
。国
が
決
め
た
義
務
教
育

学
校
教
職
員
定
数
と
、
実
際
に
配
置
し

た
人
数
の
割
合
を
示
す
充
足
率
で
、
富

山
県
は
１
０
０
・
２
％
。全
国
下
か
ら
15
番
目

で
す
。小
中
学
校
事
務
職
員
の
充
足
率
91
・

５
％
は
、
下
か
ら
７
番
目
。教
職
員
を
増
や
す

こ
と
こ
そ
、多
忙
化
解
消
に
と
っ
て
一
番
大
切

で
す
。

　
臨
時
任
用
教
員
の
欠
員

　
　
　
　
２
学
期
に
な
っ
て
も
34
人

　

産
休
代
替
な
ど
臨
任
講
師
が
不
足
し
、学
級

担
任
さ
え
決
ま
ら
な
い
事
態
。学
校
の
先
生
配

置
に
ゆ
と
り
が
な
い
か
ら
で
す
。一
方
、
学
校

以
外
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
教
員
は
３
２
２
人

も
。

　

ひ
づ
め
県
議
は
、
こ
こ
を
減
ら
し
て
も
、
学

校
現
場
の
欠
員
は
解
消
す
べ
き
だ
と
提
案
し

ま
し
た
。

12/10
予算特別
委員会

　「
１
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
」

　
　
　
　
　
　
　
実
施
見
合
わ
せ
を

　

12
月
４
日
に
成
立
し
た
、公
立
学
校
教
職
員

給
与
等
特
別
措
置
法（
給
特
法
）の
改
正
。教
員

の
「
繁
忙
期
」
に
労
働
時
間
を
１
日
10
時
間
ま

で
延
長
し
、「
閑
散
期
」に
短
く
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。し
か
し
、
先
生
た
ち
は
夏
休
み
で
も

忙
し
く
、「
閑
散
期
」な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。学
期

中
の
長
時
間
勤
務
を
固
定
化
し
、代
わ
り
の
休

み
は
取
れ
な
い
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

法
律
は
成
立
し
て
も
、県
条
例
を
作
ら
な
く

て
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
。ひ
づ
め
県
議
は
「
学

校
現
場
で
の
合
意
」な
し
に
、
県
内
で
は
実
施

し
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
県
立
学
校
の
図
書
館
司
書

　
　
　
　
正
規
職
員
と
し
て
採
用
を

　

３
年
前
に
県
議
会
で
、正
規
・
専
門
化
を
求

め
る「
請
願
」が
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、２
年
連

続
で
１
人
ず
つ
正
規
採
用
さ
れ
た
県
立
学
校

の
司
書
。３
年
目
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、教
育
長
か
ら「
追
加
募
集
す
る
」と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
県
立
総
合
博
物
館

　
　
　
　
　
　
設
置
を
検
討
す
べ
き

　

11
月
の
県
文
化
財
保
護
審
議
会
で
、「
県
に

は
県
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
博
物
館
が
な
い
」

「
旧
近
代
美
術
館
を
耐
震
化
し
て
活
用
し
た

ら
ど
う
か
」
な
ど
の
意
見
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

ひづめ県議が主張

県
立
総
合
博
物
館
が
な
い
県
は
、

わ
ず
か
で
す（
愛
知
、
静
岡
、
富

山
）。

　

し
か
し
、
知
事
は「
市
町
村
博

物
館
が
33
カ
所
あ
る
」「
旧
近
代

美
術
館
は
民
間
へ
の
売
却
を
準

備
中
だ
」
と
答
え
ま
し
た
。今
後

の
運
動
が
必
要
で
す
。

　

２
回
開
催
さ
れ
た
常

任
委
員
会
で
は
、
観
光

問
題
と
県
営
住
宅
な
ど

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　「
立
山
黒
部
」宿
泊
施
設

　
　
　
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
化
は
必
要
か

　

外
国
人
観
光
客
の
増
加
を
め
ざ
す
「
立
山
黒

部
」
世
界
ブ
ラ
ン
ド
化
事
業
。
富
裕
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
宿
泊
施
設
を
建
設
・
改
修
す
る

事
業
者
に
、
最
高
５
，０
０
０
万
円
を
補
助
す

る
県
の
制
度
。
２
年
続
け
て
利
用
実
績
も
あ
り

ま
せ
ん
。
ひ
づ
め
県
議
は
、
新
年
度
に
予
算
計

上
し
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
県
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

　「
海
の
あ
る
ス
イ
ス
」
は
適
切
か

11/27 ゆきとどいた教育を求める富山の会から中川忠昭議長に
請願署名を提出（ひづめ、津本両県議が同席）

11/21 県議会前に、市民団体の要望をうかがう
県政市政懇談会

学校を離れて教育機関に
勤務する教員数
所　属

総　計

市町村教育委員会

出向（知事部局）

出先（図書館など）

事務局 86

46

69

19

40

62

322

東西事務所

総合教育
センター

人　数
県
教
育
委
員
会

県土整備
観光委員会
11/25.12/11

12/12
最終日
本会議

平成30年度富山県会計決算
民生費、生活保護費の減額など
　　　　　　　問題点を指摘
　平成30年度富山県決算について、日
本共産党が反対討論で指摘した主な問
題点は、次のとおりです。
　①民生費・生活保護費の減額。実質
賃金も年金も減少し、自営業主の減少
率31.5％（2017年までの10年間）は全国
で最悪。県民生活の支援こそ重要。
　また、子どもの医療費助成の県決算
額は全国最低クラス。2016年度決算に
占める民生費割合も全国40位だったの
に、さらなる減額は容認できない。
　②教職員数も減少。教職員の多忙化
解消が求められるのに増員こそ必要。

　③立山の称名滝から弥陀ヶ原まで
のロープウェイ計画や、アルペンルー
トの冬季営業は無謀な計画だった。調
査費の計上も必要なかった。
　④富山市中心市街地再開発への県
補助も不適切。地元商店が必ずしも入
居できず、地域の活性化にはつながら
ない。中心部に偏った投資でもある。
　⑤台風19号の被害もふまえ、利賀ダ
ムの建設は再検討すべき。治水の大道
が堤防強化・河川改修にあることが改
めて教訓に。

請　願
意見書

教職員の多忙化はますます深刻
　　　　　正規教員の増員こそ必要

不
採
択　

県
医
労
連
が
請
願
。８
道
県

議
会
で
採
択
さ
れ
て
い
る
の
に
、自
民
・

公
明
は
反
対
。

不
採
択　
「
ゆ
い
ま
〜
る
♥
と
や
ま
沖

縄
つ
な
ぐ
会
」が
請
願
。全
国
知
事
会

の
提
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、自
民
・
公

明
は
討
論
も
し
な
い
で
黙
っ
て
反
対
。

採
択
　
精
神
障
害
者
の
福
祉
医
療
を
実
現

す
る
県
会
議
が
請
願
。

部
分
採
択　
35
人
以
下
学
級
な
ど
を
求

め
る
項
目
に
、自
民
・
公
明
が
反
対
。

　

観
光
振
興
の
た
め
県
が
使
う
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
。
県
民
か
ら
は
「
立
山
の
自
然
や
観
光

は
ス
イ
ス
と
は
違
う
」「
ス
イ
ス
に
媚
び
る
必

要
が
あ
る
の
か
」
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
再

検
討
を
求
め
ま
し
た
。

　
県
営
住
宅
の
環
境
改
善
を

　
　
　
　
　「
連
帯
保
証
人
」
免
除
も

　

県
営
住
宅
の
運
営
収
支
は
約
３
億
円
も
黒
字

で
す
。
ひ
づ
め
県
議
は
、
管
理
維
持
費
や
修
繕

費
の
増
額
を
要
望
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
は
70
％
の
自
治
体
（
総
務

省
が
調
査
し
た
16
都
道
府
県
53
市
区
の
う
ち
）

で
、
連
帯
保
証
人
免
除
の
特
例
を
認
め
て
い
ま

す
。
富
山
県
で
も
、
保
証
人
を
立
て
ら
れ
な
い

人
へ
の
配
慮
を
求
め
ま
し
た
。

こ


